
(57)【要約】

【課題】パネルに取り付けられた後に、弾性材料で構成

されるアウタ部材が弾性変形することを防止して、イン

ナ部材から脱落することや該インナ部材毎パネルから脱

落することを防止できるグロメットを提供する。

【解決手段】グロメット１は弾性材料で構成されたグロ

メット本体５と合成樹脂で構成されたインナプロテクタ

６を備えている。グロメット本体５はインナプロテクタ

６に取り付けられるとともに該インナプロテクタ６とと

もにパネル２に取り付けられてこのパネル２との間を水

密に保つ。グロメット本体５はパネル２と沿う平行壁部

１０を備えている。インナプロテクタ６は平行壁部１０

の全体と重なる重なり壁２１を備えている。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 合 成 樹 脂 で 構 成 さ れ た イ ン ナ 部 材 と 、
　 弾 性 材 料 で 構 成 さ れ か つ 前 記 イ ン ナ 部 材 に 取 り 付 け ら れ る と と も に 該 イ ン ナ 部 材 と と も
に パ ネ ル に 取 り 付 け ら れ て 、 こ の パ ネ ル と の 間 を 水 密 に 保 つ ア ウ タ 部 材 と 、 を 備 え て い る
と と も に 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 通 す グ ロ メ ッ ト に お い て 、
　 前 記 ア ウ タ 部 材 に は 、 前 記 パ ネ ル と 沿 う 平 行 壁 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 イ ン ナ 部 材 に は 、 前 記 平 行 壁 部 の 全 体 と 重 な る 重 な り 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る グ ロ メ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 イ ン ナ 部 材 は 、 一 端 部 が ヒ ン ジ に よ っ て 互 い に 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る と と も に
他 端 部 に 互 い に 係 止 す る 係 止 部 が 設 け ら れ た 一 対 の 回 動 部 材 を 備 え 、
　 前 記 重 な り 部 が 、 前 記 一 対 の 回 動 部 材 各 々 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の グ ロ メ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 一 方 の 回 動 部 材 の 重 な り 部 に 設 け ら れ か つ 前 記 平 行 壁 部 と 重 な る 外 側 壁 部 と 、 他 方 の 回
動 部 材 の 重 な り 部 に 設 け ら れ か つ 一 対 の 回 動 部 材 の 係 止 部 が 互 い に 係 止 す る と 前 記 外 側 壁
部 と 重 な る 内 側 壁 部 と 、 を 有 し た 補 強 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の グ ロ メ
ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 一 対 の 回 動 部 材 の う ち 一 方 の 回 動 部 材 に は 、 一 の 補 強 部 の 外 側 壁 部 と 、 該 一 の 補 強 部 と
隣 接 す る 他 の 補 強 部 の 内 側 壁 部 と が 設 け ら れ 、
　 他 方 の 回 動 部 材 に は 、 前 記 一 の 補 強 部 の 内 側 壁 部 と 、 該 一 の 補 強 部 と 隣 接 す る 前 記 他 の
補 強 部 の 外 側 壁 部 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の グ ロ メ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 一 対 の 回 動 部 材 に は 、 前 記 係 止 部 同 士 が 係 止 し た 状 態 で 前 記 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 通 す
通 し 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 複 数 の 補 強 部 は 、 前 記 通 し 部 か ら 一 直 線 上 に 配 置 さ れ て い る と と も に 、 前 記 一 対 の
回 動 部 材 の 係 止 部 同 士 の 係 止 が 解 除 し た 状 態 の 最 も 前 記 通 し 部 寄 り の 補 強 部 の 内 側 壁 部 と
外 側 壁 部 と の 間 隔 が 、 前 記 一 対 の 回 動 部 材 の 係 止 部 同 士 が 係 止 し た 状 態 の 前 記 通 し 部 の 幅
よ り も 狭 く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の グ ロ メ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 自 動 車 の 車 体 な ど を 構 成 す る パ ネ ル に 貫 通 さ せ て 取 り 付 け
る グ ロ メ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 車 両 と し て の 自 動 車 の パ ネ ル を 貫 通 さ せ て ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 配 索 す る 際 に は 、 該 ワ イ ヤ
ハ ー ネ ス に 水 な ど の 液 体 が 付 着 す る こ と を 防 止 す る た め に 従 来 か ら 種 々 の グ ロ メ ッ ト （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 乃 至 ５ 参 照 ） を 用 い て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の グ ロ メ ッ ト は 、 硬 質 な （ 殆 ど 弾 性 変 形 し な い ） 合 成 樹 脂 で 構 成 さ れ た イ ン ナ 部 材
と し て の プ ロ テ ク タ と 、 ゴ ム な ど の 弾 性 材 料 で 構 成 さ れ た グ ロ メ ッ ト 本 体 と 、 を 備 え て い
る 。 プ ロ テ ク タ は 、 リ ン グ 状 に 形 成 さ れ て い る と と も に 内 側 に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 通 す 。 プ
ロ テ ク タ は 、 前 述 し た パ ネ ル に 設 け ら れ た 穴 内 に 係 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 グ ロ メ ッ ト 本 体 は 、 プ ロ テ ク タ の 外 周 に 係 合 す る 係 合 部 と 、 内 側 に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 通
す 筒 部 と 、 前 記 係 合 部 と 前 記 筒 部 と を 連 結 す る と と も に 前 記 パ ネ ル に 沿 っ て 平 坦 に 形 成 さ
れ た 平 行 壁 部 と を 一 体 に 備 え て い る 。 さ ら に 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 は 、 前 述 し た パ ネ ル と の 間
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を 水 密 に 保 つ リ ッ プ な ど を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 述 し た 構 成 の グ ロ メ ッ ト は 、 プ ロ テ ク タ と グ ロ メ ッ ト 本 体 と を 互 い に 組 み 付 け て ワ イ
ヤ ハ ー ネ ス を 通 し た 状 態 で 、 前 述 し た 孔 内 に 係 止 さ れ て 、 パ ネ ル に 取 り 付 け ら れ る 。 こ う
し て 、 グ ロ メ ッ ト は 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に 外 部 か ら の 水 な ど の 液 体 が 付 着 す る こ と を 防 止 し
て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ９ ５ ３ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ １ ９ ５ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ８ ０ ０ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ９ － ９ ３ ７ ６ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 実 開 平 ５ － ２ ３ ３ ５ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 述 し た グ ロ メ ッ ト は 、 イ ン ナ 部 材 と し て の プ ロ テ ク タ が 円 環 状 に 形 成 さ れ て い る の で
、 ア ウ タ 部 材 と し て の グ ロ メ ッ ト 本 体 の 平 行 壁 部 の 全 体 を 支 え る 部 材 が 存 在 し て い な か っ
た 。 こ の た め 、 グ ロ メ ッ ト は 、 平 行 壁 部 な ど が 作 業 員 や 他 の 物 品 な ど に よ っ て 押 圧 さ れ る
と 、 該 平 行 壁 部 が 弾 性 変 形 し て し ま い グ ロ メ ッ ト 本 体 が プ ロ テ ク タ か ら 脱 落 し た り 、 グ ロ
メ ッ ト 本 体 と と も に プ ロ テ ク タ が 弾 性 変 形 し て パ ネ ル か ら 脱 落 し て し ま う こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 パ ネ ル に 取 り 付 け ら れ た 後 に 、 弾 性 材 料 で 構 成 さ れ る ア
ウ タ 部 材 が 弾 性 変 形 す る こ と を 防 止 し て 、 イ ン ナ 部 材 か ら 脱 落 す る こ と や 該 イ ン ナ 部 材 毎
パ ネ ル か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る グ ロ メ ッ ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 し 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト は 、 合
成 樹 脂 で 構 成 さ れ た イ ン ナ 部 材 と 、 弾 性 材 料 で 構 成 さ れ か つ 前 記 イ ン ナ 部 材 に 取 り 付 け ら
れ る と と も に 該 イ ン ナ 部 材 と と も に パ ネ ル に 取 り 付 け ら れ て 、 こ の パ ネ ル と の 間 を 水 密 に
保 つ ア ウ タ 部 材 と 、 を 備 え て い る と と も に 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 通 す グ ロ メ ッ ト に お い て 、
前 記 ア ウ タ 部 材 に は 、 前 記 パ ネ ル と 沿 う 平 行 壁 部 が 設 け ら れ 、 前 記 イ ン ナ 部 材 に は 、 前 記
平 行 壁 部 の 全 体 と 重 な る 重 な り 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト は 、 請 求 項 １ に 記 載 の グ ロ メ ッ ト に お い て 、 前 記
イ ン ナ 部 材 は 、 一 端 部 が ヒ ン ジ に よ っ て 互 い に 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る と と も に 他 端 部
に 互 い に 係 止 す る 係 止 部 が 設 け ら れ た 一 対 の 回 動 部 材 を 備 え 、 前 記 重 な り 部 が 、 前 記 一 対
の 回 動 部 材 各 々 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の グ ロ メ ッ ト に お い て 、 一 方
の 回 動 部 材 の 重 な り 部 に 設 け ら れ か つ 前 記 平 行 壁 部 と 重 な る 外 側 壁 部 と 、 他 方 の 回 動 部 材
の 重 な り 部 に 設 け ら れ か つ 一 対 の 回 動 部 材 の 係 止 部 が 互 い に 係 止 す る と 前 記 外 側 壁 部 と 重
な る 内 側 壁 部 と 、 を 有 し た 補 強 部 を 備 え た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の グ ロ メ ッ ト に お い て 、 一 対
の 回 動 部 材 の う ち 一 方 の 回 動 部 材 に は 、 一 の 補 強 部 の 外 側 壁 部 と 、 該 一 の 補 強 部 と 隣 接 す
る 他 の 補 強 部 の 内 側 壁 部 と が 設 け ら れ 、 他 方 の 回 動 部 材 に は 、 前 記 一 の 補 強 部 の 内 側 壁 部
と 、 該 一 の 補 強 部 と 隣 接 す る 前 記 他 の 補 強 部 の 外 側 壁 部 と が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の グ ロ メ ッ ト に お い て 、 前 記
一 対 の 回 動 部 材 に は 、 前 記 係 止 部 同 士 が 係 止 し た 状 態 で 前 記 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 通 す 通 し 部
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が 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の 補 強 部 は 、 前 記 通 し 部 か ら 一 直 線 上 に 配 置 さ れ て い る と と も に 、
前 記 一 対 の 回 動 部 材 の 係 止 部 同 士 の 係 止 が 解 除 し た 状 態 の 最 も 前 記 通 し 部 寄 り の 補 強 部 の
内 側 壁 部 と 外 側 壁 部 間 の 間 隔 が 、 前 記 一 対 の 回 動 部 材 の 係 止 部 同 士 が 係 止 し た 状 態 の 前 記
通 し 部 の 幅 よ り も 狭 く 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト に よ れ ば 、 弾 性 材 料 で 構 成 さ れ た ア ウ タ 部 材 の
平 行 壁 部 の 全 体 と 重 な る 重 な り 部 を 合 成 樹 脂 で 構 成 さ れ た イ ン ナ 部 材 に 設 け て い る 。 こ の
た め 、 平 行 壁 部 を 押 圧 し て も 該 平 行 壁 部 が 重 な り 部 で 支 え ら れ て 、 該 平 行 壁 部 即 ち ア ウ タ
部 材 が 弾 性 変 形 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 し た 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト に よ れ ば 、 イ ン ナ 部 材 が ヒ ン ジ に よ っ て 互 い に
回 動 自 在 に 連 結 さ れ た 一 対 の 回 動 部 材 を 備 え て い る の で 、 回 動 部 材 を 回 動 す る こ と （ 一 対
の 回 動 部 材 間 を 開 閉 す る こ と ） で 、 一 対 の 回 動 部 材 間 に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を 容 易 に 位 置 づ け
る こ と が で き 、 該 イ ン ナ 部 材 を ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 外 周 に 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 回 動 部 材 の 各 々 に 重 な り 部 を 設 け て い る の で 、 平 行 壁 部 の 全 体 を 重 な り 部 で 確 実
に 支 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 し た 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト に よ れ ば 、 一 方 の 回 動 部 材 に 外 側 壁 部 が 設 け ら
れ 、 他 方 の 回 動 部 材 に 外 側 壁 部 に 重 な る 内 側 壁 部 が 設 け ら れ て い る の で 、 平 行 壁 部 を 外 側
壁 部 及 び 内 側 壁 部 で 支 え る こ と と な っ て 、 平 行 壁 部 を 一 対 の 回 動 部 材 の 双 方 で 確 実 に 支 え
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 し た 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト に よ れ ば 、 一 方 の 回 動 部 材 に は 外 側 壁 部 と 内 側
壁 部 と が 順 に 設 け ら れ 、 他 方 の 回 動 部 材 に は 内 側 壁 部 と 外 側 壁 部 と が 順 に 設 け ら れ て い る
の で 、 平 行 壁 部 が 押 圧 さ れ た 際 に 回 動 部 材 同 士 が 互 い に 支 え 合 う こ と と な る 。 こ の た め 、
回 動 部 材 即 ち 重 な り 部 自 体 が よ り 一 層 変 形 し に く く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 し た 本 発 明 の グ ロ メ ッ ト に よ れ ば 、 最 も 通 し 部 寄 り の 補 強 部 の 内 側 壁 部
と 外 側 壁 部 と の 間 の 間 隔 が 係 止 部 同 士 が 係 止 し た と き の 通 し 部 の 幅 よ り も 狭 い の で 、 一 対
の 回 動 部 材 間 を 通 し て 通 し 部 内 に 挿 入 し た ワ イ ヤ ハ ー ネ ス が 係 止 部 同 士 の 係 止 の 前 に 不 意
に 回 動 部 材 間 か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 は 、 平 行 壁 部 を 押 圧 し て も 該 平 行 壁 部 の
全 体 が 重 な り 部 で 支 え ら れ る の で 、 該 平 行 壁 部 即 ち ア ウ タ 部 材 が 弾 性 変 形 す る こ と を 防 止
で き る 。 こ の た め 、 平 行 壁 部 を 押 圧 し て も ア ウ タ 部 材 が 弾 性 変 形 す る こ と を 防 止 で き 、 該
ア ウ タ 部 材 が イ ン ナ 部 材 か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る と と も に 、 グ ロ メ ッ ト が 該 イ ン ナ
部 材 毎 パ ネ ル か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 は 、 イ ン ナ 部 材 を ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 外 周 に 容 易 に 取 り 付 け る こ
と が で き る の で 、 グ ロ メ ッ ト を 容 易 に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 回 動 部 材 の 各 々 に 重 な り 部 を 設 け て い る の で 、 平 行 壁 部 の 全 体 を 重 な り 部 で 確 実
に 支 え る こ と が で き る の で 、 平 行 壁 部 即 ち ア ウ タ 部 材 が 弾 性 変 形 す る こ と を 確 実 に 防 止 で
き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 は 、 平 行 壁 部 を 一 対 の 回 動 部 材 の 双 方 で 確 実 に 支 え る こ と が で
き る の で 、 重 な り 部 自 体 が よ り 変 形 し に く く な り 、 ア ウ タ 部 材 の 特 に 平 行 壁 部 の 弾 性 変 形
を よ り 確 実 に 防 止 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 本 発 明 は 、 重 な り 部 が 押 圧 さ れ た 際 に 回 動 部 材 同 士 が 互 い に 支 え 合 う
こ と と な る た め 、 回 動 部 材 即 ち 重 な り 部 自 体 が よ り 一 層 変 形 し に く く な る 。 し た が っ て 、
ア ウ タ 部 材 の 特 に 平 行 壁 部 の 弾 性 変 形 を よ り 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 本 発 明 は 、 一 対 の 回 動 部 材 間 を 通 し て 通 し 部 内 に 挿 入 し た ワ イ ヤ ハ ー
ネ ス が 係 止 部 同 士 の 係 止 の 前 に 不 意 に 回 動 部 材 間 か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る の で 、 よ
り 容 易 に グ ロ メ ッ ト を ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る グ ロ メ ッ ト を 、 図 １ な い し 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る
。 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る グ ロ メ ッ ト １ （ 図 １ な ど に 示 す ） は 、 車 両 と し て の 自 動 車
の 車 体 を 構 成 す る パ ネ ル ２ （ 図 ２ に 示 す ） に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 グ ロ メ ッ ト １ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 内 側 に 前 記 自 動 車 に 配 索 さ れ る と と も に
前 記 パ ネ ル ２ に 設 け ら れ た 孔 ３ 内 を 通 る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ を 通 す 。 グ ロ メ ッ ト １ は 、 パ ネ
ル ２ と の 間 を 水 密 に 保 ち 、 該 パ ネ ル ２ と の 間 か ら 内 側 に 水 な ど の 水 分 （ 液 体 ） が 浸 入 す る
こ と を 防 止 し て 、 該 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ に 水 な ど の 水 分 （ 液 体 ） が 付 着 す る こ と を 防 止 す る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 グ ロ メ ッ ト １ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ア ウ タ 部 材 と し て の グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ と
、 イ ン ナ 部 材 と し て の イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ は 、 ゴ ム な ど の 弾 性 変 形 自 在 な 弾 性 材 料 で 構 成 さ れ て い る 。 グ ロ メ ッ
ト 本 体 ５ は 、 本 体 部 ７ と 、 フ ラ ン ジ 部 ８ と 、 ハ ー ネ ス 通 し 筒 ９ と を 一 体 に 備 え て い る 。 本
体 部 ７ は 、 円 盤 状 の 平 行 壁 部 １ ０ と 、 該 平 行 壁 部 １ ０ の 外 縁 か ら 立 設 し た 円 筒 状 の 筒 部 １
１ と を 備 え て い る 。 筒 部 １ １ の 平 行 壁 部 １ ０ か ら 離 れ た 側 の 端 部 の 内 面 に は 、 イ ン ナ プ ロ
テ ク タ ６ の 後 述 す る フ ラ ン ジ 部 １ ９ が 侵 入 し て 、 該 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ が 取 り 付 け ら れ る
嵌 合 受 け 溝 １ ２ が 全 周 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る 。 嵌 合 受 け 溝 １ ２ は 、 勿 論 、 筒 部 １ １ の 内
面 か ら 凹 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ８ は 、 筒 部 １ １ の 平 行 壁 部 １ ０ か ら 離 れ た 側 の 端 部 か ら 該 筒 部 １ １ の 全 周 に
亘 っ て 外 周 方 向 に 突 出 し て い る 。 ま た 、 フ ラ ン ジ 部 ８ に は 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ が イ ン ナ プ
ロ テ ク タ ６ に 取 り 付 け ら れ て 、 該 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ と と も に パ ネ ル ２ に 取 り 付 け ら れ る
と 、 該 パ ネ ル ２ と 密 に 接 触 す る 内 周 リ ッ プ １ ３ と 、 外 周 リ ッ プ １ ４ と が 全 周 に 亘 っ て 設 け
ら れ て い る 。 内 周 リ ッ プ １ ３ は 、 フ ラ ン ジ 部 ８ の 外 表 面 か ら 前 述 し た パ ネ ル ２ に 向 か っ て
凸 の 突 起 に 形 成 さ れ て い る 。 外 周 リ ッ プ １ ４ は 、 内 周 リ ッ プ １ ３ よ り も フ ラ ン ジ 部 ８ の 外
周 側 に 配 置 さ れ 、 フ ラ ン ジ 部 ８ の 外 表 面 か ら 前 述 し た パ ネ ル ２ に 向 か っ て 凸 に 形 成 さ れ て
い る 。 外 周 リ ッ プ １ ４ は 、 そ の 断 面 形 状 が パ ネ ル ２ に 近 づ く の に し た が っ て 徐 々 に フ ラ ン
ジ 部 ８ の 外 周 に 向 か う 方 向 に 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ハ ー ネ ス 通 し 筒 ９ は 、 円 筒 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 一 端 が 本 体 部 ７ に 連 な っ て い る 。
ハ ー ネ ス 通 し 筒 ９ は 、 本 体 部 ７ の 内 外 を 連 通 し て い る 。 即 ち 、 ハ ー ネ ス 通 し 筒 ９ は 、 本 体
部 ７ を 貫 通 し て い る 。 ハ ー ネ ス 通 し 筒 ９ の 長 手 方 向 は 、 平 行 壁 部 １ ０ と 平 行 で あ る 。 ハ ー
ネ ス 通 し 筒 ９ は 、 そ の 内 側 に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ を 通 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 述 し た 構 成 の グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ は 、 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ が 取 り 付 け ら れ て 、 ハ ー ネ ス
通 し 筒 ９ 内 に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ を 通 し た 状 態 で 、 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ と と も に 前 述 し た パ
ネ ル ２ に 取 り 付 け ら れ る 。 す る と 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の 本 体 部 ７ の 平 行 壁 部 １ ０ の 表 面 は
、 パ ネ ル ２ の 表 面 と 平 行 に な る 。 即 ち 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の 本 体 部 ７ の 平 行 壁 部 １ ０ は 、
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パ ネ ル ２ に 沿 う こ と と な る 。 ま た 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の ハ ー ネ ス 通 し 筒 ９ か ら 外 部 に 導 か
れ た ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ の 長 手 方 向 は 、 前 述 し た 平 行 壁 部 １ ０ と パ ネ ル ２ と の 双 方 と 平 行 に
な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ は 、 絶 縁 性 で か つ 硬 質 な 合 成 樹 脂 で 構 成 さ れ て い る 。 本 発 明 で い う
イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ を 構 成 す る 硬 質 な 合 成 樹 脂 と は 、 殆 ど 弾 性 変 形 し な い 又 は グ ロ メ ッ ト
本 体 ５ を 構 成 す る 弾 性 材 料 と 比 較 し て 遙 か に 弾 性 変 形 す る 量 が 小 さ い 材 料 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ は 、 図 １ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ と 、 係 止 部 １
６ と 、 複 数 の 補 強 部 １ ７ と を 備 え て い る 。 回 動 部 材 １ ５ は 、 本 体 部 １ ８ と 、 フ ラ ン ジ 部 １
９ と 、 パ ネ ル 係 止 突 起 ２ ０ を 備 え て い る 。 本 体 部 １ ８ は 、 重 な り 部 と し て の 半 円 形 の 重 な
り 壁 ２ １ と 、 該 重 な り 壁 ２ １ の 円 弧 状 の 縁 か ら 立 設 し た 立 設 壁 ２ ２ と を 備 え て い る 。 重 な
り 壁 ２ １ は 、 後 述 す る 係 止 部 １ ６ 同 士 が 係 止 す る と 、 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ に 取 り 付 け ら れ
る グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の 平 行 壁 部 １ ０ の 全 体 と 重 な る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。 立 設 壁 ２ ２
は 、 重 な り 壁 ２ １ の 円 弧 状 の 縁 の 全 長 に 亘 っ て 設 け ら れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 １ ９ は 、 立 設
壁 ２ ２ の 外 表 面 か ら 本 体 部 １ ８ の 外 周 に 向 か っ て 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 パ ネ ル 係 止 突 起 ２ ０ は 、 立 設 壁 ２ ２ の 重 な り 壁 ２ １ か ら 離 れ た 側 の 端 部 の 外 表 面 か ら 凸
に 形 成 さ れ て い る 。 パ ネ ル 係 止 突 起 ２ ０ は 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の リ ッ プ １ ３ ， １ ４ と の 間
に パ ネ ル ２ を 挟 ん で 、 該 パ ネ ル ２ に 係 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ は 、 本 体 部 １ ８ の 重 な り 壁 ２ １ の 直 線 状 の 部 分 が 互 い に 相 対 し た 状
態 に 配 置 さ れ て い る と と も に 、 ヒ ン ジ ２ ３ に よ っ て 互 い の 一 端 部 が 連 結 さ れ て い る 。 ヒ ン
ジ ２ ３ は 、 長 手 方 向 の 両 端 が 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ の 双 方 と 一 体 に 形 成 さ れ た 片 状 に 形 成 さ
れ て お り 、 こ れ ら 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ の 厚 み よ り も 薄 く 形 成 さ れ 、 弾 性 変 形 自 在 と な っ て
い る 。 弾 性 変 形 自 在 な ヒ ン ジ ２ ３ に よ っ て 、 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ は 、 互 い に 一 端 部 同 士 が
回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ヒ ン ジ ２ ３ が 弾 性 変 形 す る こ と で 、 一 対 の 回 動 部
材 １ ５ の 特 に 他 端 部 は 、 互 い に 接 離 （ 近 づ い た り 離 れ た り ） す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 係 止 部 １ ６ は 、 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ 各 々 の 他 端 部 に 設 け ら れ 、 互 い に 係 止 ・ 離 脱 自 在 と
な っ て い る 。 図 １ 及 び 図 ３ 中 に 手 前 側 に 位 置 す る 一 方 の 回 動 部 材 １ ５ （ 以 下 、 符 号 １ ５ ａ
で 示 す ） の 係 止 部 １ ６ は 、 図 １ 及 び 図 ３ 中 に 奥 側 に 位 置 す る 他 方 の 回 動 部 材 １ ５ （ 以 下 、
符 号 １ ５ ｂ で 示 す ） に 向 か っ て 延 在 し た ア ー ム 状 に 形 成 さ れ て い る 。 他 方 の 回 動 部 材 １ ５
ｂ の 係 止 部 １ ６ は 、 前 記 一 方 の 回 動 部 材 １ ５ ａ の 係 止 部 １ ６ が 侵 入 し て 係 止 自 在 な 凹 状 の
溝 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 前 述 し た 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に は 、 係 止 部 １ ６ 同 士 が 係 止 し た 状 態 で
、 前 述 し た ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ を 通 す た め の 通 し 部 と し て の 通 し 孔 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
通 し 孔 ２ ４ は 、 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 各 々 の ヒ ン ジ ２ ３ 寄 り の 一 端 部 に 設 け ら れ て い る
。 通 し 孔 ２ ４ は 、 各 々 の 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 重 な り 壁 ２ １ の 縁 か ら 立 設 壁 ２ ２ に 向
か っ て 凹 に 該 重 な り 壁 ２ １ の 一 部 が 切 り 欠 か れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 補 強 部 １ ７ は 、 図 示 例 で は 、 二 つ 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 二 つ の 補 強 部 １ ７ は 、 一 対 の
回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 互 い に 近 接 す る 重 な り 壁 ２ １ の 縁 部 に 設 け ら れ て い る 。 さ ら に
、 二 つ の 補 強 部 １ ７ は 、 重 な り 壁 ２ １ の 縁 に 沿 っ て 並 設 さ れ て い る 。 即 ち 、 二 つ の 補 強 部
１ ７ は 、 重 な り 壁 ２ １ の 縁 に 沿 っ て 通 し 孔 ２ ４ に 接 離 す る 方 向 に 沿 っ て 並 設 さ れ て い る 。
こ の よ う に 、 二 つ の 補 強 部 １ ７ は 、 通 し 孔 ２ ４ か ら 延 在 し た 一 直 線 上 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 補 強 部 １ ７ は 、 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 係 止 部 １ ６ 同 士 が 係 止 す る と 、 互 い に
重 な る 外 側 壁 部 ２ ５ と 内 側 壁 部 ２ ６ と を 備 え て い る 。 外 側 壁 部 ２ ５ と 内 側 壁 部 ２ ６ と は 、
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そ れ ぞ れ 、 平 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 各 々 の 補 強 部 １ ７ の 外 側 壁 部 ２ ５ と 、 内 側 壁 部 ２ ６
と は 、 互 い に 異 な る 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 重 な り 壁 ２ １ の 縁 部 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 示 例 で は 、 二 つ の 補 強 部 １ ７ の う ち 通 し 孔 ２ ４ か ら 離 れ た 側 の 補 強 部 １ ７ の 内 側 壁 部
２ ６ は 、 前 述 し た 一 方 の 回 動 部 材 １ ５ ａ の 重 な り 壁 ２ １ の 縁 に 設 け ら れ 、 該 通 し 孔 ２ ４ か
ら 離 れ た 側 の 補 強 部 １ ７ の 外 側 壁 部 ２ ５ は 、 前 述 し た 他 方 の 回 動 部 材 １ ５ ｂ の 重 な り 壁 ２
１ の 縁 に 設 け ら れ て い る 。 二 つ の 補 強 部 １ ７ の う ち 通 し 孔 ２ ４ 寄 り の 補 強 部 １ ７ の 内 側 壁
部 ２ ６ は 、 前 述 し た 他 方 の 回 動 部 材 １ ５ ｂ の 重 な り 壁 ２ １ の 縁 に 設 け ら れ 、 該 通 し 孔 ２ ４
寄 り の 補 強 部 １ ７ の 外 側 壁 部 ２ ５ は 、 前 述 し た 一 方 の 回 動 部 材 １ ５ ａ の 重 な り 壁 ２ １ の 縁
に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら 内 側 壁 部 ２ ６ と 外 側 壁 部 ２ ５ の 両 表 面 は 、 重 な り 壁 ２ １
と 平 行 で あ る 。 ま た 、 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 係 止 部 １ ６ 同 士 が 係 止 す る と 、 勿 論 、 外
側 壁 部 ２ ５ は 、 グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の 平 行 壁 部 １ ０ に 重 な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 、 一 方 の 回 動 部 材 １ ５ ａ の 重 な り 壁 ２ １ に は 平 行 壁 部 １ ０ と 重 な る 外 側 壁 部
２ ５ が 設 け ら れ 、 他 方 の 回 動 部 材 １ ５ ｂ の 重 な り 壁 ２ １ に は 内 側 壁 部 ２ ６ が 設 け ら れ て い
る 。 さ ら に 、 一 方 の 回 動 部 材 １ ５ ａ に は 、 一 の 補 強 部 １ ７ の 外 側 壁 部 ２ ５ と 、 該 一 の 補 強
部 １ ７ と 隣 接 す る 他 の 補 強 部 １ ７ の 内 側 壁 部 ２ ６ と が 設 け ら れ て お り 、 他 方 の 回 動 部 材 １
５ ｂ に は 、 前 記 一 の 補 強 部 １ ７ の 内 側 壁 部 ２ ６ と 、 該 一 の 補 強 部 １ ７ と 隣 接 す る 前 記 他 の
補 強 部 １ ７ の 外 側 壁 部 ２ ５ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 さ ら に 、 前 述 し た グ ロ メ ッ ト １ で は 、 係 止 部 １ ６ 同 士 の 係 止 が 解 除 さ れ て ヒ ン ジ ２ ３ が
弾 性 変 形 し て い な い 中 立 状 態 に 位 置 付 け ら れ た 状 態 の 最 も 通 し 孔 ２ ４ 寄 り の 補 強 部 １ ７ の
内 側 壁 部 ２ ６ と 外 側 壁 部 ２ ５ と の 間 の 間 隔 Ｄ が 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 係 止 部 １ ６ 同 士 の 係
止 し た 状 態 の 通 し 孔 ２ ４ の 幅 Ｈ よ り も 狭 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 前 述 し た グ ロ メ ッ ト １ は 、 以 下 の よ う に 組 み 立 て ら れ る 。 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ の 回 動 部
材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 通 し 孔 ２ ４ を 形 成 す る 凹 み 内 に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ を 位 置 付 け て 、 該 回
動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 他 端 部 に 設 け ら れ た 係 止 部 １ ６ 同 士 を 互 い に 係 止 す る 。 そ し て 、
グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の 本 体 部 ７ を 拡 げ て 、 平 行 壁 部 １ ０ が 重 な り 壁 ２ １ に 重 な る よ う に 、 該
グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の 本 体 部 ７ イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ に 被 せ る 。 そ し て 、 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６
の フ ラ ン ジ 部 １ ９ を グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の 嵌 合 受 け 溝 １ ２ 内 に 挿 入 し て 、 イ ン ナ プ ロ テ ク タ
６ に グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ を 被 せ て 、 こ れ ら を 固 定 す る 。 さ ら に 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ を ハ ー ネ
ス 通 し 筒 ９ 内 に 通 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ う し て 、 前 述 し た 構 成 の グ ロ メ ッ ト １ を 組 み 立 て る 。 そ し て 、 パ ネ ル 係 止 突 起 ２ ０ 側
か ら イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ を グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ と と も に パ ネ ル ２ に 設 け ら れ た 孔 ３ 内 に 圧 入
す る 。 そ し て 、 パ ネ ル 係 止 突 起 ２ ０ と リ ッ プ １ ３ ， １ ４ と の 間 に パ ネ ル ２ を 挟 み 込 ん で 、
該 パ ネ ル ２ に グ ロ メ ッ ト １ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 弾 性 材 料 で 構 成 さ れ た グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の 平 行 壁 部 １ ０ の 全 体 と
重 な る 重 な り 壁 ２ １ を 合 成 樹 脂 で 構 成 さ れ た イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ に 設 け て い る 。 こ の た め
、 平 行 壁 部 １ ０ を 押 圧 し て も 該 平 行 壁 部 １ ０ が 重 な り 壁 ２ １ で 支 え ら れ て 、 該 平 行 壁 部 １
０ 即 ち グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ が 弾 性 変 形 す る こ と を 防 止 で き る 。 こ の た め 、 平 行 壁 部 １ ０ を 押
圧 し て も グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ が 弾 性 変 形 す る こ と を 防 止 で き 、 該 グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ が イ ン ナ
プ ロ テ ク タ ６ か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る と と も に 、 グ ロ メ ッ ト １ が 該 イ ン ナ プ ロ テ ク
タ ６ 毎 パ ネ ル ２ か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ が ヒ ン ジ ２ ３ に よ っ て 互 い に 回 動 自 在 に 連 結 さ れ た 一 対 の 回 動 部 材
１ ５ ａ ， １ ５ ｂ を 備 え て い る の で 、 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ を 回 動 す る こ と （ 一 対 の 回 動
部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 間 を 開 閉 す る こ と ） で 、 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 間 に ワ イ ヤ ハ
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ー ネ ス ４ を 容 易 に 位 置 づ け る こ と が で き 、 該 イ ン ナ プ ロ テ ク タ ６ を ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ の 外
周 に 容 易 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 グ ロ メ ッ ト １ を 容 易 に ワ イ ヤ ハ ー ネ ス
４ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 各 々 に 重 な り 壁 ２ １ を 設 け て い る の で 、 平 行 壁 部 １ ０
の 全 体 を 重 な り 壁 ２ １ で 確 実 に 支 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 平 行 壁 部 １ ０ 即 ち グ ロ
メ ッ ト 本 体 ５ が 弾 性 変 形 す る こ と を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 の 回 動 部 材 １ ５ ａ に 外 側 壁 部 ２ ５ が 設 け ら れ 、 他 方 の 回 動 部 材 １ ５ ｂ に 外 側 壁 部 ２
５ に 重 な る 内 側 壁 部 ２ ６ が 設 け ら れ て い る の で 、 平 行 壁 部 １ ０ を 外 側 壁 部 ２ ５ 及 び 内 側 壁
部 ２ ６ で 支 え る こ と と な っ て 、 平 行 壁 部 １ ０ を 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 双 方 で 確
実 に 支 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 重 な り 壁 ２ １ 自 体 が よ り 変 形 し に く く な り 、 グ ロ
メ ッ ト 本 体 ５ の 特 に 平 行 壁 部 １ ０ の 弾 性 変 形 を よ り 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 一 方 の 回 動 部 材 １ ５ ａ に は 外 側 壁 部 ２ ５ と 内 側 壁 部 ２ ６ と が 順 に 設 け ら れ 、 他 方 の 回 動
部 材 １ ５ ｂ に は 内 側 壁 部 ２ ６ と 外 側 壁 部 ２ ５ と が 順 に 設 け ら れ て い る の で 、 重 な り 壁 ２ １
が 押 圧 さ れ た 際 に 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 同 士 が 互 い に 支 え 合 う こ と と な る 。 こ の た め 、
回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 即 ち 重 な り 壁 ２ １ 自 体 や よ り 一 層 変 形 し に く く な る 。 し た が っ て
、 グ ロ メ ッ ト 本 体 ５ の 特 に 平 行 壁 部 の 弾 性 変 形 を よ り 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 最 も 通 し 孔 ２ ４ 寄 り の 補 強 部 １ ７ の 内 側 壁 部 ２ ６ と 外 側 壁 部 ２ ５ と の 間 の 間 隔 Ｄ が 係 止
部 １ ６ 同 士 が 係 止 し た 状 態 の 通 し 孔 ２ ４ の 幅 Ｈ よ り も 狭 い の で 、 一 対 の 回 動 部 材 １ ５ ａ ，
１ ５ ｂ 間 を 通 し て 通 し 孔 ２ ４ 内 に 挿 入 し た ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ が 係 止 部 １ ６ 同 士 の 係 止 の 前
に 不 意 に 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ 間 か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る 。 し た が っ て 、 よ り 容
易 に グ ロ メ ッ ト １ を ワ イ ヤ ハ ー ネ ス ４ に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 前 述 し た 実 施 形 態 で は 、 補 強 部 １ ７ を 二 つ 設 け て い る 。 し か し な が ら 、 本 発 明 で は 、 補
強 部 １ ７ を 一 つ の み 設 け て も 良 く 、 三 つ 以 上 設 け て も 良 い 。 ま た 、 前 述 し た 実 施 形 態 で は
、 各 々 の 回 動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ に 外 側 壁 部 ２ ５ と 内 側 壁 部 ２ ６ と を 設 け て い る 。 し か し
な が ら 、 本 発 明 で は 、 一 方 の 回 動 部 材 １ ５ ａ に 外 側 壁 部 ２ ５ と 内 側 壁 部 ２ ６ と の う ち 一 方
の み を 設 け 、 他 方 の 回 動 部 材 １ ５ ｂ に 他 方 の み を 設 け て も 良 い 。 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 回
動 部 材 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の う ち の い ず れ か の み に 重 な り 壁 ２ １ を 設 け て も 良 い こ と は 勿 論 で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 前 述 し た 実 施 形 態 は 本 発 明 の 代 表 的 な 形 態 を 示 し た に 過 ぎ ず 、 本 発 明 は 、 実 施 形
態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 即 ち 、 本 発 明 の 骨 子 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 し て 実 施
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る グ ロ メ ッ ト の 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ た グ ロ メ ッ ト を パ ネ ル 取 り 付 け た 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 さ れ た グ ロ メ ッ ト の イ ン ナ プ ロ テ ク タ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 さ れ た グ ロ メ ッ ト の イ ン ナ プ ロ テ ク タ の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ 　 グ ロ メ ッ ト
　 ２ 　 パ ネ ル
　 ４ 　 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス
　 ５ 　 グ ロ メ ッ ト 本 体 （ ア ウ タ 部 材 ）
　 ６ 　 イ ン ナ プ ロ テ ク タ （ イ ン ナ 部 材 ）
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　 １ ０ 　 平 行 壁 部
　 １ ５ 　 回 動 部 材
　 １ ５ ａ 　 一 方 の 回 動 部 材
　 １ ５ ｂ 　 他 方 の 回 動 部 材
　 １ ６ 　 係 止 部
　 １ ７ 　 補 強 部
　 ２ １ 　 重 な り 壁 （ 重 な り 部 ）
　 ２ ４ 　 通 し 孔 （ 通 し 部 ）
　 ２ ５ 　 外 側 壁 部
　 ２ ６ 　 内 側 壁 部
　 Ｄ 　 外 側 壁 部 と 内 側 壁 部 と の 間 隔
　 Ｈ 　 通 し 孔 （ 通 し 部 ） の 幅
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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